別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：地域振興対策費
	事業名:ぎふ・富山交流バスツアー事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
総合企画部観光交流推進局地域振興課　まちづくり支援担当　電話番号：058-272-1111（内2436）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11161@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：500千円（前年度予算額：450千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　東海北陸自動車道の全線開通を契機に、岐阜、富山の両県民がお互いの県をより知ってもらい、県民レベルでの交流を一層深めていくことを目的に、お互いの県の魅力を体験するバスツアーを実施する。
＜ツアーの内容＞

　○実施時期（予定）　　　　　　平成２３年７月
　　○募集定員・運行台数（予定）　４０名×２台
　　○実施形態

　　　　岐阜県民が富山県の行政施設、文化・景観・自然を体験できる施設を訪問する
ツアーを実施。なお、訪問施設は富山県の提案を受けて決定する。
（富山県民が岐阜県を訪問するツアーも富山県が同様に実施し、訪問施設は岐阜県

より提案する。）
	２　所要経費


　　要求額　500
　　　委託料　　　　　480　　 ツアー運営委託料
　　　役務費（保険料）  9　　 参加者旅行保険　
　　　その他事務費　　 11　　 消耗品費、役務費（通信運搬費）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　３　地域の魅力を高め、観光交流を拡大し、消費を増やす

　　　　　　  ・広域的な連携を図りながら、地域の魅力を様々な手段で国内全体や富裕層の増大す

るアジアを中心とする海外に幅広くＰＲし、人を呼び込みます。
	２　これまでの取組状況


平成２１年度より下記のとおり実施。各コースとも定員４０名。
○平成２１年度　・世界遺産五箇山・散居村コース（７月２３日）

　　　　　　　　　　・高岡開町４００年コース（７月３０日）

○平成２２年度　・氷見漁港・高岡コース（７月２２日）

・富山運河めぐりコース（７月２９日）

参考：富山県実施分（岐阜の宝ものを中心として）

○平成２１年度　・小坂の滝コース（７月１０日）

・郡上八幡コース（７月２８日）
○平成２２年度　・東濃（地歌舞伎、陶器）コース（７月１４日）

　　　　　　　　・アクア・トトぎふ・美濃市コース（７月２８日）
	３　これまでの取組に対する評価


　毎年度８０名（２コース各４０名）の定員に対して、平成２１年度は約９００人、平成２２年度は約１４００人の応募があり、非常に人気が高い状況にある。
また、参加者からは「今まで隣県をよく知らなかったが、とても魅力的な県だと感じた。」「またぜひ行ってみたい」という反応が、両県ともに多く得られており、県民レベルでの交流を深める契機となっている。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	450
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	450

	要求額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	1月15日時点査定額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	決定額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500


